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国
各
地
で
展
示
会
を
行
っ
て
き
た
。
元
号

が
令
和
と
な
り
、
改
元
後
初
と
な
る
展
示

会
が
愛
知
県
で
開
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
新
し
い
方
向
へ
踏
み
出
す
こ
と
が
で

き
る
と
感
じ
る
。
我
々
の
先
人
は
建
具
を

使
っ
て
、
家
の
間
取
り
を
変
え
て
き
た
。

住
宅
の
設
計
に
は
『
こ
れ
で
良
い
』
と
い

う
決
ま
り
は
な
い
。
綿
密
な
設
計
を
し
て

も
、
住
ん
で
み
る
と
不
備
が
出
る
。
春
夏

秋
冬
の
変
化
に
対
し
て
、
快
適
に
暮
ら
す

た
め
に
は
建
具
が
必
要
。
建
具
の
仕
事
に

誇
り
を
持
ち
、
新
し
い
暮
ら
し
方
を
提
案

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
」
と
、
開

催
を
祝
う
と
共
に
、
建
築
物
に
お
け
る
建

具
の
重
要
性
を
語
っ
た
。

　

来
賓
祝
辞
で
は
、
大
村
秀
章
愛
知
県
知

事
、
堀
場
和
夫
名
古
屋
市
副
市
長
、
経
済

産
業
省
製
造
産
業
局
住
宅
産
業
室
の
縄
田

俊
之
室
長
が
祝
辞
を
披
露
。
大
村
知
事
は

「
日
本
一
の
『
も
の
づ
く
り
県
』
で
あ
る

愛
知
県
に
、
日
本
中
の
建
具
技
術
が
集
結

す
る
大
会
が
開
か
れ
る
こ
と
は
大
変
喜
ば

し
い
と
感
じ
る
。
建
具
は
住
ま
い
の
必
需

品
で
あ
り
、
建
具
業
界
は
技
術
の
向
上
と

新
製
品
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
日

本
中
の
建
具
技
術
者
が
一
堂
に
会
す
る
愛

知
大
会
が
更
な
る
技
術
向
上
に
つ
な
が
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
愛
知
県
は
県
土

の
4
割
以
上
を
森
林
が
占
め
、
古
く
か
ら

正調・名古屋甚句の演奏

全国建具・愛知大会
全国建具業者大会を開催

全国の建具事業者が業界発展を祈念

　

一
般
社
団
法
人
全
国
建
具
組
合
連
合
会

（
佐
田
時
信
理
事
長
）
は
6
月
14
日
、
愛

知
県
名
古
屋
市
熱
田
区
の
名
古
屋
国
際
会

議
場
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
ー
ル
に
て
第
4
回

（
通
産
64
回
）
全
国
建
具
業
者
大
会
を
開

催
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
開
催
県
で
あ
る
愛
知

県
の
民
謡
の
「
正
調
・
名
古
屋
甚
句
」
を

披
露
。
山
守
敏
愛
知
大
会
実
行
副
委
員
長

に
よ
る
開
会
の
言
葉
、
国
歌
斉
唱
、
物
故

者
へ
の
黙
祷
に
続
き
、
主
催
者
を
代
表
し

て
大
竹
一
弘
愛
知
大
会
実
行
委
員
長
と
佐

田
理
事
長
が
挨
拶
。
大
竹
実
行
委
員
長

は
「
本
日
は
全
国
の
建
具
事
業
者
が
集
ま

る
業
者
大
会
。
短
い
時
間
で
は
あ
る
が
、

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た

い
。本
日
は
大
村
愛
知
県
知
事
を
は
じ
め
、

行
政
関
係
や
建
築
関
係
の
方
々
に
も
来
場

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
愛
知
大
会
は
今
日

と
明
日
の
2
日
間
で
あ
る
が
、
じ
っ
く
り

見
学
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
、
来
場
し

た
全
国
の
組
合
員
を
歓
迎
。
佐
田
理
事
長

は
「
第
4
回
（
通
産
64
回
）
の
総
会
及
び

業
者
大
会
、
第
53
回
全
国
建
具
展
示
会
、

第
4
回
（
通
産
44
回
）
青
年
部
総
会
が
愛

知
県
で
開
催
で
き
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上

げ
る
。
昭
和
42
年
に
第
1
回
全
国
建
具
展

示
会
が
愛
知
県
で
開
催
さ
れ
、
以
降
は
全

愛知大会での業者大会の様子




